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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備えるフレームを生成すること、こ
こで、前記信号フィールドは、
　　前記信号フィールドがフレームタイプに関連付けられた情報を備える複数のフィール
ドで符号化されることを示すインジケータと、
　　巡回冗長チェックフィールドと
　を備える、と、
　前記フレームの前記信号フィールドにおける前記フレームタイプに関連付けられた情報
を備える前記複数のフィールドを符号化すること、ここで、前記情報は、
　　前記フレームタイプを示すタイプ情報と、
　　フレームタイプに基づいて決定される追加の情報と
　を備え、前記フレームタイプは、フレームタイプのセットうちの少なくとも１つであり
、前記セットは、肯定応答フレーム、省電力ポーリングフレーム、送信可フレーム、およ
びブロック肯定応答フレームを備える、と、
　前記フレームを送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記インジケータは、前記フレームが前記フレームタイプに関連付けられた情報を備え
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る複数のフィールドで符号化されることを示す長さフィールドを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記長さフィールドに対する０の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関連付け
られた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関
連付けられた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記値は、前記フレームタイプを示す、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記追加の情報は、前記フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御情報は、送信電力表示フィールドを備える、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御情報は、前記フレームの帯域幅のインジケータを備える、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記フレームは、物理レイヤプリアンブルから成る
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記インジケータは、単一ビットを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記インジケータは、前記フレームのフィールドの予約された値を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フレームは、制御拡張フィールドをさらに備え、前記制御拡張フィールドは、前記
フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フレームタイプは、送信要求フレームである、
請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記フレームタイプは、ブロック肯定応答要求フレームである、
請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記フレームタイプは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリ
ー終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記フレームタイプは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方
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式応答フレームのうちの少なくとも一方である、
請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記フレームタイプは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少
なくとも一方である、
請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備えるフレームを生成すること、こ
こで、前記信号フィールドは、
　　前記信号フィールドがフレームタイプに関連付けられた情報を備える複数のフィール
ドで符号化されることを示すインジケータと、
　　巡回冗長チェックフィールドと
　を備える、と、
　前記フレームの前記信号フィールドにおける前記フレームタイプに関連付けられた情報
を備える前記複数のフィールドを符号化すること、ここで、前記情報は、
　　前記フレームタイプを示すタイプ情報と、
　　前記フレームタイプに基づいて決定される追加の情報と
　　を備え、前記フレームタイプは、フレームタイプのセットうちの少なくとも１つであ
り、前記セットは、肯定応答フレーム、省電力ポーリングフレーム、送信可フレーム、お
よびブロック肯定応答フレームを備える、と
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記フレームを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレスデバイス。
【請求項２０】
　前記インジケータは、前記フレームが前記フレームタイプに関連付けられた情報を備え
る複数のフィールドで符号化されることを示す長さフィールドを備える、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２１】
　前記長さフィールドに対する０の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関連付け
られた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項２０に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２２】
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関
連付けられた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項２０に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２３】
　前記値は、前記フレームタイプを示す、
請求項２２に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２４】
　前記追加の情報は、前記フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２５】
　前記制御情報は、送信電力表示フィールドを備える、
請求項２４に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２６】
　前記制御情報は、前記フレームの帯域幅のインジケータを備える、
請求項２４に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２７】
　前記フレームは、物理レイヤプリアンブルから成る
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
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【請求項２８】
　前記インジケータは、単一ビットを備える、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項２９】
　前記インジケータは、前記フレームのフィールドの予約された値を備える、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３０】
　前記フレームは、制御拡張フィールドをさらに備え、前記制御拡張フィールドは、前記
フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３１】
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
請求項３０に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３２】
　前記フレームタイプは、送信要求フレームである、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３３】
　前記フレームタイプは、ブロック肯定応答要求フレームである、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３４】
　前記フレームタイプは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリ
ー終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３５】
　前記フレームタイプは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方
式応答フレームのうちの少なくとも一方である、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３６】
　前記フレームタイプは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少
なくとも一方である、
請求項１９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３７】
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備えるフレームを生成するための手
段、ここで、前記信号フィールドは、
　　前記信号フィールドがフレームタイプに関連付けられた情報を備える複数のフィール
ドで符号化されることを示すインジケータと、
　　巡回冗長チェックフィールドと
　を備える、と、
　前記フレームの前記信号フィールドにおける前記フレームタイプに関連付けられた情報
を備える前記複数のフィールドを符号化するための手段、ここで、前記情報は、
　　前記フレームタイプを示すタイプ情報と、
　　フレームタイプに基づいて決定される追加の情報と
　を備え、前記フレームタイプは、フレームタイプのセットうちの少なくとも１つであり
、前記セットは、肯定応答フレーム、省電力ポーリングフレーム、送信可フレーム、およ
びブロック肯定応答フレームを備える、と、
　前記フレームを送信するための手段と
を備える、ワイヤレスデバイス。
【請求項３８】
　前記インジケータは、前記フレームが前記フレームタイプに関連付けられた情報を備え
る複数のフィールドで符号化されることを示す長さフィールドを備える、
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請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３９】
　前記長さフィールドに対する０の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関連付け
られた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項３８に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４０】
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関
連付けられた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項３８に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４１】
　前記値は、前記フレームタイプを示す、
請求項４０に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４２】
　前記追加の情報は、前記フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４３】
　前記制御情報は、送信電力表示フィールドを備える、
請求項４２に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４４】
　前記制御情報は、前記フレームの帯域幅のインジケータを備える、
請求項４２に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４５】
　前記フレームは、物理レイヤプリアンブルから成る
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４６】
　前記インジケータは、単一ビットを備える、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４７】
　前記インジケータは、前記フレームのフィールドの予約された値を備える、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４８】
　前記フレームは、制御拡張フィールドをさらに備え、前記制御拡張フィールドは、前記
フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４９】
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
請求項４８に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５０】
　前記フレームタイプは、送信要求フレームである、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５１】
　前記フレームタイプは、ブロック肯定応答要求フレームである、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５２】
　前記フレームタイプは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリ
ー終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５３】
　前記フレームタイプは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方
式応答フレームのうちの少なくとも一方である、
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請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５４】
　前記フレームタイプは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少
なくとも一方である、
請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５５】
　コンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムは、少なくとも１つの
プロセッサによって実行されるべきコードを備え、前記コードは、
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備えるフレームを生成するためのコ
ード、ここで、前記信号フィールドは、
　　前記信号フィールドがフレームタイプに関連付けられた情報を備える複数のフィール
ドで符号化されることを示すインジケータと、
　　巡回冗長チェックフィールドと
　を備える、と、
　前記フレームの前記信号フィールドにおける前記フレームタイプに関連付けられた情報
を備える前記複数のフィールドを符号化するためのコード、ここで、前記情報は、
　　前記フレームタイプを示すタイプ情報と、
　　フレームタイプに基づいて決定される追加の情報と
　を備え、前記フレームタイプは、フレームタイプのセットうちの少なくとも１つであり
、前記セットは、肯定応答フレーム、省電力ポーリングフレーム、送信可フレーム、およ
びブロック肯定応答フレームを備える、と、
　前記フレームを送信するためのコードと
を備える、コンピュータプログラム。
【請求項５６】
　前記インジケータは、前記フレームが前記フレームタイプに関連付けられた情報を備え
る複数のフィールドで符号化されることを示す長さフィールドを備える、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項５７】
　前記長さフィールドに対する０の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関連付け
られた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項５６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項５８】
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、前記フレームが前記フレームタイプに関
連付けられた情報を備える複数のフィールドで符号化されることを示す、
請求項５６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項５９】
　前記値は、前記フレームタイプを示す、
請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６０】
　前記追加の情報は、前記フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６１】
　前記制御情報は、送信電力表示フィールドを備える、
請求項６０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６２】
　前記制御情報は、前記フレームの帯域幅のインジケータを備える、
請求項６０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６３】
　前記フレームは、物理レイヤプリアンブルから成る
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
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【請求項６４】
　前記インジケータは、単一ビットを備える、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６５】
　前記インジケータは、前記フレームのフィールドの予約された値を備える、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６６】
　前記フレームは、制御拡張フィールドをさらに備え、前記制御拡張フィールドは、前記
フレームタイプに関連付けられた制御情報を備える、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６７】
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
請求項６６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６８】
　前記フレームタイプは、送信要求フレームである、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６９】
　前記フレームタイプは、ブロック肯定応答要求フレームである、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項７０】
　前記フレームタイプは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリ
ー終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項７１】
　前記フレームタイプは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方
式応答フレームのうちの少なくとも一方である、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項７２】
　前記フレームタイプは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少
なくとも一方である、
請求項５５に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　[0001]本出願は、本発明の譲受人に譲渡され、参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる、２０１１年１２月２９日に出願された「ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ
Ｓ　ＦＯＲ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＡＮＤ　ＤＥＣＯＤＩＮＧ　ＳＨＯＲＴ　ＣＯＮＴ
ＲＯＬ　ＦＲＡＭＥＳ　ＩＮ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ」と題
する米国仮出願第６１／５８１，２５４号の優先権を主張するものである。本出願はさら
に、本発明の譲受人に譲渡され、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる、２０１
２年１月２７日に出願された「ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＦＯＲ　ＧＥ
ＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＡＮＤ　ＤＥＣＯＤＩＮＧ　ＳＨＯＲＴ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＲＡＭ
ＥＳ　ＩＮ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ」と題する米国仮出願第
６１／５９１，５３０号の優先権を主張するものである。本出願はさらに、本発明の譲受
人に譲渡され、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる、２０１２年３月２日に出
願された「ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＦＯＲ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＮＧ　
ＡＮＤ　ＤＥＣＯＤＩＮＧ　ＳＨＯＲＴ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＲＡＭＥＳ　ＩＮ　ＷＩＲ
ＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ」と題する米国仮出願第６１／６０５，９０
０号の優先権を主張するものである。本出願はさらに、本発明の譲受人に譲渡され、参照
によりその全体が本明細書に組み込まれる、２０１２年５月１７日に出願された「ＳＹＳ
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ＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＦＯＲ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＡＮＤ　ＤＥＣＯ
ＤＩＮＧ　ＳＨＯＲＴ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＲＡＭＥＳ　ＩＮ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯ
ＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ」と題する米国仮出願第６１／６４８，５１０号の優先権を主
張するものである。本出願はさらに、本発明の譲受人に譲渡され、参照によりその全体が
本明細書に組み込まれる、２０１２年８月２０日に出願された「ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ
　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＦＯＲ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＡＮＤ　ＤＥＣＯＤＩＮＧ　ＳＨＯ
ＲＴ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＲＡＭＥＳ　ＩＮ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴ
ＩＯＮＳ」と題する米国仮出願第６１／６９１，０６６号の優先権を主張するものである
。本出願はさらに、本発明の譲受人に譲渡され、参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる、２０１２年１１月２９日に出願された「ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ
Ｓ　ＦＯＲ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＡＮＤ　ＤＥＣＯＤＩＮＧ　ＳＨＯＲＴ　ＣＯＮＴ
ＲＯＬ　ＦＲＡＭＥＳ　ＩＮ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ」と題
する米国仮出願第６１／７３１，４２５号の優先権を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ショート制御フレーム
を通信するためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかのインタラクトし
ている空間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネッ
トワークは、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリ
アであり得る地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークはそれぞれ、ワ
イドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ロ
ーカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）
として指定される。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互
接続するために使用されるスイッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケ
ット交換）、送信のために採用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤ
レス）、および使用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコ
ルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング：Synchronous Optical Networking）
、イーサネット（登録商標）など）によって異なる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、そ
のため動的接続性の必要があるとき、またはネットワークアーキテクチャが、固定ではな
くアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワークは、
無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用して、非誘導伝搬モー
ドで無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、固定ワイヤードネットワーク
と比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを有利な形で可能にする。
【０００５】
　[0005]ワイヤレスネットワーク中のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信し得る。
その情報は、いくつかの態様ではデータユニットと呼ばれることがある、パケットを備え
得る。パケットは制御フレームを備え得る。制御情報とペイロードデータとを有する制御
フレームは、受信デバイスに対して著しいオーバーヘッドと増加した処理待機時間とを引
き起こすことがある。したがって、システム、方法および非一時的コンピュータ可読媒体
は、ネットワークオーバーヘッドと処理オーバーヘッドとを低減する必要がある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本発明のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本発明の望ましい属性を担うわけではない。次に、以
下の特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなしに、いくつかの特
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徴について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形態」
と題するセクションを読めば、本発明の特徴が、制御フレームのサイズを減少させること
を含む利点をどのように提供するかが理解されよう。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。本方法は、信号フィール
ドを有する物理レイヤプリアンブルを備える制御フレームを生成することを備え、信号フ
ィールドは、制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを示すインジケー
タを含む。本方法は、制御フレームを送信することをさらに含む。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える
制御フレームを生成するように構成されたプロセッサを備えるワイヤレスデバイスを提供
し、信号フィールドは、制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを示す
インジケータを含む。ワイヤレスデバイスは、制御フレームを送信するように構成された
送信機をさらに備える。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える
制御フレームを生成するための手段を備えるワイヤレスデバイスを提供し、信号フィール
ドは、制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを示すインジケータを含
む。ワイヤレスデバイスは、制御フレームを送信するための手段をさらに備える。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製
品を提供する。コンピュータ可読媒体は、信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブ
ルを備える制御フレームを生成するためのコードを備え、信号フィールドは、制御フレー
ムが制御フレームタイプのフレームであることを示すインジケータを含む。コンピュータ
可読媒体は、制御フレームを送信するためのコードをさらに備える。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスにおいて利
用され得る様々な構成要素を示す図。
【図３】図１のシステム内で生成され、通信され得る制御フレームの一例を示す図。
【図４】図１のシステム内で生成され、通信され得る制御フレームの別の例を示す図。
【図５】図１のシステム内で生成され、通信され得る制御フレームの別の例を示す図。
【図６】ＡＣＫフレームの一例のＳＩＧフィールド内に含まれ得るフィールドを示す表。
【図７】ＡＣＫフレームの別の例のＳＩＧフィールド内に含まれ得るフィールドを示す表
。
【図８】図５の制御フレームに類似するフォーマットを有するＡＣＫフレームの別の例を
示す図。
【図９】制御フレームを生成し、送信するための例示的な方法の一態様のフローチャート
。
【図１０】図１のワイヤレス通信システム内で採用され得る例示的なワイヤレスデバイス
の機能ブロック図。
【図１１】制御フレームを受信し、処理するための例示的な方法の一態様のフローチャー
ト。
【図１２】図１のワイヤレス通信システム内で採用され得る例示的なワイヤレスデバイス
の機能ブロック図。
【図１３】ＰＳ－ｐｏｌｌフレームの一例を示す図。
【図１４】ＡＣＫフレームの一例を示す図。
【図１５】ＲＴＳフレームの一例を示す図。
【図１６】ＣＴＳフレームの一例を示す図。
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【図１７】ブロックＡＣＫフレームの一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0028]添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様に
ついて以下でより十分に説明する。ただし、本開示の教示は、多くの異なる形態で実施さ
れ得るものであり、本開示全体にわたって提示する任意の特定の構造または機能に限定さ
れるものと解釈すべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、
本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために与えるものである。本明細書の教示に基づい
て、本開示の範囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本開示の他の態
様と組み合わせて実装されるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および
方法のいかなる態様をもカバーするものであることを、当業者なら諒解されたい。たとえ
ば、本明細書に記載の態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施さ
れ得る。さらに、本発明の範囲は、本明細書に記載の本発明の様々な態様に加えてまたは
それらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるその
ような装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示する任意の態様が請求項
の１つまたは複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００１３】
　[0029]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形体およ
び置換は本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点について説明
するが、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むし
ろ、本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信
プロトコルに広く適用可能であるものとし、そのうちのいくつかを例として図および好ま
しい態様についての以下の説明で示す。発明を実施するための形態および図面は、限定的
なものではなく本開示を説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲お
よびその均等物によって規定される。
【００１４】
　[0030]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロト
コルを採用して、近接デバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明する様々な態様は、ＷｉＦｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワイヤレスプロト
コルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなど、任意の通信規格に適用さ
れ得る。たとえば、本明細書で説明する様々な態様は、サブ１ＧＨｚ帯域を使用するＩＥ
ＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルの一部として使用され得る。
【００１５】
　[0031]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域中のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）、直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spre
ad spectrum）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、
８０２．１１ａｈプロトコルに従って送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実装
形態は、センサー、メータリング、およびスマートグリッドネットワークのために使用さ
れ得る。有利には、８０２．１１ａｈプロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様は
、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費し得、および／
または比較的長い距離、たとえば約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信
するために使用され得る。
【００１６】
　[0032]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアントが
存在し得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き、ＳＴＡはＷ
ＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、モバイル電話などであり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネットまた
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は他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉＦｉ（たとえば
、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介
してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもあ
る。
【００１７】
　[0033]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、送受信基地局（「
ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線ト
ランシーバ、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか
、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００１８】
　[0034]また、局「ＳＴＡ」は、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット
、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、ユーザ機器、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装され
るか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態で
は、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「Ｓ
ＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」
）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続
された何らかの他の好適な処理デバイスを備えることができる。したがって、本明細書で
教示する１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォ
ン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセッ
ト、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテイ
ンメントデバイス（たとえば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲー
ムデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介
して通信するように構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００１９】
　[0035]上記で説明したように、本明細書で説明するデバイスのうちのいくつかは、たと
えば、８０２．１１ａｈ規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用さ
れるにせよ、ＡＰとして使用されるにせよ、他のデバイスとして使用されるにせよ、スマ
ートメータリングのためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。
そのようなデバイスは、センサー適用例を与えるか、またはホームオートメーションにお
いて使用され得る。デバイスは、代わりにまたは追加として、たとえばパーソナルヘルス
ケアのためにヘルスケアコンテキストにおいて使用され得る。それらはまた、（たとえば
ホットスポットとともに使用する）拡張範囲インターネット接続性を可能にするため、ま
たはマシンツーマシン通信を実装するために、監視のために使用され得る。
【００２０】
　[0036]図１に、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規格
に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通信するＡＰ１
０４を含み得る。
【００２１】
　[0037]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス
通信システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。
この場合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれるこ
とがある。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間
で送信および受信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡシステ
ムと呼ばれることがある。
【００２２】
　[0038]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を可能にする通信
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リンクはダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１つ
または複数からＡＰ１０４への送信を可能にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１
０と呼ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８を順方向リンクまたは順方向チ
ャネルと呼び、アップリンク１１０を逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ぶことがで
きる。
【００２３】
　[0039]ＡＰ１０４は、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２においてワイヤレス通信カ
バレージを与え得る。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付けられ、また通信のためにＡＰ
１０４を使用する、ＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（ＢＳＳ）と呼ばれるこ
とがある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有しないことがあり、む
しろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能し得ることに留意されたい
。したがって、本明細書で説明するＡＰ１０４の機能は、ＳＴＡ１０６のうちの１つまた
は複数によって代替的に実行され得る。
【００２４】
　[0040]図２に、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス２
０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細
書で説明する様々な方法を実装するように構成できるデバイスの一例である。たとえば、
ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４を備えるか、またはＳＴＡ１０６のうちの１つ
を備え得る。
【００２５】
　[0041]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれることも
ある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含むこ
とができるメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に与える。メモリ２０６
の一部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含むことができる。プロセ
ッサ２０４は一般に、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理およ
び演算動作を実行する。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実装するた
めに実行可能である。
【００２６】
　[0042]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備えるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウ
ェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実行することができる任意の他
の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００２７】
　[0043]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈され
たい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード形
式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数
のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理システムに
実行させる。
【００２８】
　[0044]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機２１０と受信機２１２とを
含み得るハウジング２０８を含み得る。送信機２１０と受信機２１２とを組み合わせてト
ランシーバ２１４を形成することができる。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り
付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２は、
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複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナ（図
示せず）をも含むことができる。
【００２９】
　[0045]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレ
ベルを検出および定量化するために使用できる信号検出器２１８をも含むことができる。
信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、
電力スペクトル密度および他の信号などの信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス２０２
は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含む
こともできる。ＤＳＰ２２０は、送信のためのデータユニットを生成するように構成され
得る。いくつかの態様では、データユニットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ：ph
ysical layer data unit）を備え得る。いくつかの態様では、ＰＰＤＵはパケットと呼ば
れる。
【００３０】
　[0046]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様では、ユーザインターフェース２
２２をさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォン
、スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２
は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／またはユーザからの入
力を受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００３１】
　[0047]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素はバスシステム２２６によって互い
に結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含み得、ならびに、デ
ータバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。ワ
イヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互いに結合される
か、あるいは互いに対する入力を受け付けるかまたは与え得ることを当業者は諒解されよ
う。
【００３２】
　[0048]図２には、いくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わされ得るかまたは共通に実装され得ることを当業者は認識されよう
。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機能を実装
するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で説明
した機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示す構成要素の各々は、複数
の別個の要素を使用して実装され得る。
【００３３】
　[0049]上記で説明したように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ
１０６を備え得、通信を送信および／または受信するために使用され得る。ワイヤレスネ
ットワーク内のデバイス間で交換される通信は、パケットまたはフレームを備え得るデー
タユニットを含み得る。いくつかの態様では、データユニットは、データフレームと、制
御フレームと、管理フレームとを含む３つのタイプのフレームを含み得る。データフレー
ムは、ＡＰおよび／またはＳＴＡから他のＡＰおよび／またはＳＴＡにデータを送信する
ために使用され得る。制御フレームは、様々な動作を実行するため、およびデータを確実
に送達するためのデータフレーム（たとえば、データの受領を肯定応答すること、ＡＰの
ポーリング、エリア－クリアリング動作、チャネル取得、キャリア－センシング維持機能
など）とともに使用され得る。管理フレームは、様々な監督機能のために（たとえば、ワ
イヤレスネットワークに接続し、そこから離脱するためなどに）使用され得る。
【００３４】
　[0050]上記で説明したように、ＤＳＰ　２２０および／またはプロセッサ２０４は、送
信のためのデータユニットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、生成さ
れたデータユニットは、制御情報と、随意に複数のデータシンボルとを含む制御フレーム
を備え得る。制御フレームは、データフレームの送達を助けるために使用され得、媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）ヘッダ内に含まれ得る。制御情報とデータシンボル（たとえば、ペ
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イロードデータ）とを有するＭＡＣヘッダ内に含まれる制御フレームは、受信デバイスに
対して著しいオーバーヘッドと増加した処理待機時間とを引き起こすことがある。たとえ
ば、制御フレームは、プロトコル情報、制御タイプ情報、アドレス情報、ペイロードデー
タなどを含み得る。ある態様では、制御フレーム内に含まれる情報は、制御フレームの特
定の使用のために必ずしも必要であるとは限らない。したがって、システム、方法および
非一時的コンピュータ可読媒体は、ショート制御フレームを生成し、復号するために必要
である。たとえば、ショート制御フレームは、制御フレームから何らかの情報を省略する
ことによって、および／または物理レイヤ（ＰＨＹ）プリアンブルなど、他のパケットロ
ケーション内の制御フレームを含むことによって生成され得る。たとえば、制御フレーム
は、複数のフィールドを含む物理レイヤ（ＰＨＹ）プリアンブルを備え得る。フィールド
は、たとえば、１つまたは複数のトレーニングフィールド（たとえば、ショートトレーニ
ングフィールド（ＳＴＦ）およびロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ））と、信号（
ＳＩＧ）フィールドとを含み得る。トレーニングフィールドの各々は、ビットまたはシン
ボルの既知のシーケンスを含み得る。いくつかの態様では、ＳＩＧフィールドは、データ
ユニットについての情報、たとえば、データユニットの長さまたはデータレートの記述（
たとえば、ＬＥＮＧＴＨフィールド、変調コーディング方式（ＭＣＳ）フィールド、帯域
幅（ＢＷ）フィールドなど）を含み得る。いくつかの態様では、ショート制御フレームは
、ＰＨＹプリアンブルのＳＩＧフィールド内の制御フレームを符号化することによって生
成され得る。
【００３５】
　[0051]図３に、図１のシステム内で生成され、通信され得る制御フレーム３００の一例
を示す。図示のように、制御フレーム３００は、ＳＴＦフィールド３０５と、ＬＴＦフィ
ールド３１０と、制御ＳＩＧフィールド３１５とを含む。たとえば、制御フレーム３００
は、ＰＨＹプリアンブルであり得る。いくつかの態様では、ＰＨＹプリアンブルは、ＩＥ
ＥＥ　８０２．１１仕様に規定される物理レイヤ収束プロトコル（ＰＬＣＰ）レイヤを備
え得る。ＳＴＦフィールド３０５は、１つまたは複数のＳＴＦを含む。ＬＴＦフィールド
３１０は、１つまたは複数のＬＴＦを含む。制御フレーム３００に対する制御情報は、Ｓ
ＩＧフィールド３１５内に含まれ得る。さらに、いくつかの態様では、制御フレームは、
追加のフィールドまたはデータ（たとえば、ペイロード）をまったく含まない。結果とし
て、ネットワークオーバーヘッドが低減され得、データパケットのスループットおよび処
理が向上され得る。
【００３６】
　[0052]図４に、図１のシステム内で生成され、通信され得る制御フレーム４００の別の
例を示す。図示のように、制御フレーム４００は、ＳＴＦフィールド４０５と、ＬＴＦフ
ィールド４１０と、制御ＳＩＧフィールド４１５と、制御拡張フィールド４２０とを含む
。制御フレーム３００と同様に、ＳＴＦフィールド４０５は１つまたは複数のＳＴＦを含
み、ＬＴＦフィールド４１０は１つまたは複数のＬＴＦを含む。さらに、制御フレーム３
００と同様に、制御フレーム４００に対する制御情報は、ＳＩＧフィールド４１５内に含
まれ得る。しかしながら、制御フレーム３００とは違って、追加の制御情報が、制御拡張
フィールド４２０内に含まれ得る。たとえば、ＳＴＦフィールド４０５、ＬＴＦフィール
ド４１０および制御ＳＩＧフィールド４１５が、制御フレーム４００のＰＨＹプリアンブ
ル内に含まれ得る。しかしながら、制御フレーム４００のＰＨＹプリアンブルに適合しな
い追加の制御情報が存在することがある。したがって、制御フレーム４００のデータ部分
の一部分（たとえば、少数のシンボル）が、追加の制御情報を含めるために制御拡張フィ
ールド４２０として利用され得る。制御フレーム４００の制御拡張フィールド４２０は、
送信機と受信機との間の（たとえば、アソシエーションにおけるかまたはビーコン内の）
異なるメッセージ内であらかじめ定められ得るかまたはネゴシエートされ得るデフォルト
ＭＣＳとともに送られ得る。一態様では、制御拡張フィールド４２０のＭＣＳは、ＳＩＧ
フィールド４１５内で示され得る。制御フレーム３００と制御フレーム４００の両方は、
通信のために使用され得る。たとえば、制御フレーム３００は、制御情報がＳＩＧフィー
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ルド３１５内で適合する場合に利用され得る。さらに、制御フレーム４００は、制御情報
がＳＩＧフィールド３１５内で適合しない場合に利用され得る。いくつかの態様では、さ
らに、ＳＩＧフィールドのＬＥＮＧＴＨフィールドは、制御拡張フィールドが制御フレー
ム内に含まれるか否かを示し得る。
【００３７】
　[0053]図５に、図１のシステム内で生成され、通信され得る制御フレーム５００の別の
例を示す。図示のように、制御フレーム５００は、ＳＴＦフィールド５０５およびＬＴＦ
フィールド５１０と、ＳＩＧフィールド５１５と、ＳＥＲＶＩＣＥフィールド５２０と、
フレーム制御（ＦＣ）フィールド５２５と、制御情報（ＩＮＦＯ）フィールド５３０と、
フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド５３５とを含む。制御フレーム５００
の制御情報は、制御ＩＮＦＯフィールド５３０内に含まれ得る。
【００３８】
　[0054]上記の制御フレーム３００、４００および５００（または、任意の他の適切な制
御フレーム）のうちのいずれかの中に含まれる制御情報のタイプは、制御フレームのタイ
プに依存することがある。たとえば、様々な異なる制御フレームは、ワイヤレスデバイス
２０２によって生成され、通信され得る。図１のワイヤレスシステム内で使用される異な
るタイプの制御フレームが、以下の制御フレームタイプ、すなわち肯定応答（ＡＣＫ）、
省電力ポーリング（ＰＳ－ｐｏｌｌ）、送信要求（ＲＴＳ）、送信可（ＣＴＳ）、ブロッ
クＡＣＫ要求（ＢＡＲ）、ブロックＡＣＫ（ＢＡ）、コンテンションフリー終了（ＣＦ－
ｅｎｄ）、ＣＦ－ｅｎｄポーリング、ＭＣＳ要求、ＭＣＳ応答、ＮＵＬＬデータパケット
（ＮＤＰ）、プローブ要求、およびプローブ応答のうちの１つまたは複数を含み得る。制
御情報は、情報のフィールドを備え得る。異なる制御フレームタイプが、情報の異なるフ
ィールドを備え得る。異なるタイプの制御フレーム内に含まれ得る情報の様々なフィール
ドを、本明細書で説明する。以下で説明するフィールドは、必ずしも、制御フレーム内に
説明するのと同じ順序で含まれる必要があるとは限らないことに留意されたい。むしろ、
フィールドは、任意の順序で、または制御情報が含まれる制御フレームの任意の部分（た
とえば、ＳＩＧフィールド、制御拡張フィールド、制御フィールドなど）に含まれ得る。
たとえば、フィールドは、優先度によって順序付けられ得る。所与の制御フレームタイプ
に対するフィールドの順序は、あらかじめ定められる（たとえば、デバイスの製造時また
はデバイスの初期化時にプログラムされる、ワイヤレスデバイス２０２間の個別のメッセ
ージ内で通信される）ことがあるが、それにより、ワイヤレスデバイス２０２は、制御フ
レーム内のどのビットがどのフィールドに対応するかに関する情報を有する。
【００３９】
　[0055]いくつかの態様では、いくつかのフィールドは、タイプにかかわらず、すべての
制御フレーム内に含まれ得る。たとえば、いくつかの態様では、タイプフィールドが、す
べての制御フレーム内に含まれ得、そこにおいて、タイプフィールドは制御フレームのタ
イプを識別する。タイプフィールドは、たとえば、２、３または４ビット長であってよい
。制御フレーム内の残されたビットの解釈（たとえば、どのビットがどのフィールドに対
応するか、およびどのフィールドが含まれるかについての判断）は、制御フレームのタイ
プおよびさらにはフレームが制御フレームであるかどうかに基づくことができる。たとえ
ば、いくつかの態様では、フレームのＳＩＧフィールドのＬＥＮＧＴＨフィールドの０の
値は、フレームが、制御フレーム３００または４００などのショート制御フレームである
ことを示し得る。ＬＥＮＧＴＨフィールドが異なる値を有する場合、フレームは異なるタ
イプのもの（たとえば、データフレーム、管理フレーム、または異なるタイプの制御フレ
ーム）であることを示し得る。ＳＩＧフィールドは、次に、制御フレームのタイプを示す
タイプフィールドをさらに含み得る。いくつかの他の態様では、フレームのＳＩＧフィー
ルドのＬＥＮＧＴＨフィールドの特定の値（たとえば、１０）より小さい任意の値は、フ
レームが、制御フレーム３００または４００など、制御フレームであることを示し得る。
さらに、制御フレームのタイプは、ＬＥＮＧＴＨフィールドの値に基づくことができ、０
～１０の各値が、異なる制御フレームタイプに関連付けられ得ることを意味する。いくつ
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かの他の態様では、一般に、ビットの値に応じて、フレームが制御フレーム３００または
４００などの制御フレーム（または、特にショートフォーマット制御フレーム）であるか
、それとも制御フレームでないか（たとえば、データフレーム、管理フレーム、または異
なるタイプの制御フレーム）を示す、１ビットのタイプフィールドが、フレームに追加さ
れ得る。いくつかの他の態様では、フレームが制御フレーム３００または４００などの制
御フレーム（または、特にショートフォーマット制御フレーム）であるか、または制御フ
レームでない（たとえば、データフレーム、管理フレーム、または異なるタイプの制御フ
レーム）かを示すために、フレーム内で規定されるフィールドの１つまたは複数の予約さ
れた値が使用され得る。たとえば、フレームが制御フレームおよび／または制御フレーム
のタイプであるかどうかを示すために、ＳＩＧフィールド内のＭＣＳフィールドの１つま
たは複数の予約された値が使用され得る。この場合、タイプを示すさらなるフィールドは
不要である。たとえば、空間時間ブロックコード（ＳＴＢＣ）フィールドの未使用の値が
使用され得る。複数のフィールドはまた、制御フレームを識別するために組み合わせて使
用され得る。また、ＬＥＮＧＴＨおよびＭＣＳが、制御フレームのタイプを示すために組
み合わせて使用され得る。たとえば、ＬＥＮＧＴＨフィールドは、フレームが一定のタイ
プ（たとえば、ＮＤＰ）であることを示し得る値（たとえば、０）を有し得る一方で、Ｌ
ＥＮＧＴＨフィールドの異なる値（たとえば、ＬＥＮＧＴＨ＞０）は、制御フレームのタ
イプがＭＣＳによって示されることを示し得る。
【００４０】
　[0056]同様に、１ビットのタイプフィールドが、制御フレームのタイプを示すためにＬ
ＥＮＧＴＨフィールドと組み合わせて使用され得る。たとえば、１ビットのタイプフィー
ルドの値（たとえば、０）は、フレームが一定のタイプ（たとえば、ＮＤＰ）以外のタイ
プの制御フレームであることを示し得る。さらに、１ビットのタイプフィールドの別の値
（たとえば、１）は、ＬＥＮＧＴＨフィールドが一定の値（たとえば、０）を有する場合
はフレームは一定のタイプ（たとえば、ＮＤＰ）であり、ＬＥＮＧＴＨフィールドが異な
る値（たとえば、ＬＥＮＧＴＨ＞０）を有する場合はフレームは制御フレームではないこ
とを示し得る。
【００４１】
　[0057]さらに、いくつかの態様では、巡回冗長チェック（ＣＲＣ）フィールドが、制御
フレームのすべてのタイプに含まれ得る。ＣＲＣフィールドは、フレームが正常に受信さ
れたことを確証するために使用され得る。ＣＲＣは、たとえば、４または５ビット長であ
ってよい。さらに、いくつかの態様では、送信（ＴＸ）電力表示が、すべてのタイプの制
御フレーム内に含まれ得る。ＴＸ電力表示は、制御フレームの送信機のＴＸ電力に基づい
て受信機の経路損失または変化挙動を推定するために、制御フレームの受信機によって使
用され得る。
【００４２】
　[0058]さらに、いくつかの態様では、ＳＩＧフィールド内の１つのフィールドの中の、
または２つ以上のフィールドにわたる、値の無効な組合せが、フレームが制御フレームで
あるかどうかを示すために使用され得る。たとえば、コーディングフィールドは、２つの
サブフィールド（たとえば、それぞれ１ビット）を含み得る。コーディングフィールドの
第１のサブフィールドは、コーディングタイプ（たとえば、二進畳み込みコーディング（
ＢＣＣ）または低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）コーディング）を示し得る。コーデ
ィングフィールドの第２のサブフィールドは、フレーム長をいかにして計算するかを示し
得る。たとえば、第１のサブフィールドがＢＣＣコーディングタイプを示すときは、第２
のサブフィールドは０に設定され得る。コーディングフィールド内の０１の値は、正常な
非制御フレームに対して有効ではなく、したがって、０１の値は、フレームが制御フレー
ムであることを示すために使用され得る。同様の手順が、ＳＩＧフィールド内の他のフィ
ールドまたはフィールドの組合せに適用され得る。さらに、ショート制御フレームは、制
御フレームのタイプを識別するタイプフィールドを含む。
【００４３】
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　[0059]いくつかの態様では、制御フレームは、１または２ＭＨｚを占有するＰＨＹプリ
アンブルによって送られ得る。フレームの帯域幅は、ＰＨＹプリアンブル構造から黙示的
に決定され得る。たとえば、ＰＨＹプリアンブルのＳＴＦおよび／またはＬＴＦは、フレ
ームの帯域幅が１ＭＨｚであるかまたは２ＭＨｚであるかを判断するために使用され得る
。
【００４４】
　[0060]いくつかの態様では、制御フレームは、複数の１または２ＭＨｚの帯域幅チャネ
ルにわたって複製されてよく、たとえば、制御フレームの複数のコピーが、隣接してもし
なくてもよい複数のチャネル上で送られ得る。そのような制御フレームの受信機は、いく
つのチャネル上でフレームが複製されるかを判断することができる。一態様では、制御フ
レームのＰＨＹプリアンブルのｉｎｆｏフィールドまたはＳＩＧフィールドは、フレーム
が複製されるチャネルの帯域幅または総数の表示を含み得る。たとえば、ｉｎｆｏフィー
ルドまたはＳＩＧフィールドの２ビットは、以下の　
　　　－　００：フレームは複製されない　
　　　－　０１：２チャネル上で複製される　
　　　－　１０：４チャネル上で複製される　
　　　－　１１：８チャネル上で複製される　
のように使用され得、ここで、「チャネル」はフレームが１ＭＨｚの帯域幅のフレームで
あるかまたは２ＭＨｚの帯域幅のフレームであるかに応じて、１ＭＨｚまたは２ＭＨｚの
帯域幅のチャネルであってよい。
【００４５】
　[0061]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＡＣＫである。たとえば、
ＳＴＡ　１０６ａは、ＡＰ　１０４にデータを送り得る。データを成功裏に受領すると、
ＡＰ　１０４は、ＳＴＡ　１０６ａにＡＣＫを送って、データを成功裏に受信したことを
ＳＴＡ　１０６ａに示すことができる。いくつかの態様では、ＡＣＫは、以下のデータフ
レーム、管理フレーム、制御フレーム、ＰＳ－Ｐｏｌｌ、または別のタイプのフレームの
うちの少なくとも１つを成功裏に受領することに応答して送られ得る。一態様では、ＡＣ
Ｋの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すなわちアドレ
ス、肯定応答されているパケットの識別子、レート制御のための表示、バッファされるデ
ータの表示、持続時間、およびドップラー表示のうちの１つまたは複数との中に含まれて
いる、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数から成るかまたは本質的に成る
ことができる。一態様では、持続時間フィールドは９ビット以下であり、ネットワーク割
り当てベクトル（ＮＡＶ）を更新するために使用され得る。別の態様では、ＡＣＫは、ト
リガフレーム、たとえばＰＳ－ｐｏｌｌまたはＱｏＳ（サービス品質）ヌルへの応答とし
て送られ得、その場合、持続時間フィールドは、ＡＰが有するバッファされるユニットの
データ送達時間がその特定のＳＴＡに対して利用可能であることを示し得る。いくつかの
態様では、持続時間は、マイクロ秒で、または時間単位の倍数で（たとえば、アソシエー
ション、リアソシエーションの間にＡＰおよびＳＴＡが一致するか、または管理フレーム
によって送られる、時間スロットまたはあらかじめ定義された値）で表現され得る。ＡＣ
Ｋの制御情報（たとえば、ＩＮＦＯフィールド、制御ｉｎｆｏフィールドなど）は、追加
のフィールドをまったく含み得ない。
【００４６】
　[0062]いくつかの態様では、ＡＣＫのアドレスフィールドは、グローバルに（たとえば
、ほとんどのネットワークにおいて）ＡＣＫの送信機および／または受信機を一意に識別
する１つまたは複数のグローバルアドレス（たとえば、ＭＡＣアドレス、ＢＳＳＩＤ）を
含み得る。いくつかの態様では、アドレスフィールドは、ローカルに（たとえば、特定の
ＢＳＳにおいてなど、ローカルネットワークにおいて）ＡＣＫの送信機および／または受
信機を一意に識別する１つまたは複数のローカルアドレス（たとえば、関連付け識別子（
ＡＩＤ））を含み得る。いくつかの態様では、アドレスフィールドは、ＡＣＫの送信機お
よび／または受信機を識別する、部分または非一意識別子（たとえば、ＭＡＣアドレスま
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たはＡＩＤの一部分）を含み得る。たとえば、アドレスフィールドは、ＡＣＫによって肯
定応答されているフレームからコピーされたＡＣＫの送信機および／または受信機のＡＩ
Ｄ、ＭＡＣアドレス、あるいはＡＩＤまたはＭＡＣアドレスの一部分のうちの１つであり
得る。
【００４７】
　[0063]いくつかの態様では、ＡＣＫの識別子フィールドは、肯定応答されているフレー
ム（たとえば、１つまたは複数のＭＡＣプロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ））を識別
し得る。たとえば、一態様では、識別子フィールドは、フレームのコンテンツのハッシュ
であり得る。別の態様では、識別子フィールドは、フレームのＣＲＣ（たとえば、ＦＣＳ
フィールド）の全体または一部分を含み得る。別の態様では、識別子フィールドは、フレ
ームのＣＲＣ（たとえば、ＦＣＳフィールド）の全体または一部分と、ローカルアドレス
（たとえば、ＳＴＡのＡＩＤ）の全体または一部分とに基づき得る。別の態様では、識別
子フィールドはフレームのシーケンス番号であり得る。別の態様では、識別子フィールド
は、以下のＡＣＫの送信機／受信機の１つまたは複数のグローバルアドレス、ＡＣＫの送
信機／受信機の１つまたは複数のローカルアドレス、ＡＣＫの送信機／受信機のグローバ
ルアドレスのうちの１つまたは複数の部分、もしくはＡＣＫの送信機／受信機のローカル
アドレスのうちの１つまたは複数の部分、肯定応答されているＭＰＤＵのうちの１つのシ
ーケンス番号（または、シーケンス番号の一部分）、肯定応答されているフレームのＣＲ
Ｃ（たとえば、ＦＣＳフィールド）の全体または一部分、肯定応答されているフレームの
スクランブリングシードの全体または一部分、のうちの１つまたは複数の、いずれかの組
合せに基づいて計算され得る。たとえば、一態様では、識別子フィールドは、グローバル
アドレス（たとえば、ＡＰのＢＳＳＩＤ、ＭＡＣアドレス）とローカルアドレス（たとえ
ば、ＳＴＡのＡＩＤ）とのハッシュを含み得る。
【００４８】
　（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］） ＋ ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　　ＸＯＲ Ｂ
ＳＳＩＤ［４０：４３］） ２＾５ ） ｍｏｄ ２＾９　　（１）　
上式で、ｄｅｃ（）は、１６進数を１０進数に変換する関数である。
【００４９】
　[0064]別の態様では、識別子は、勧誘フレーム（soliciting frame）のＦＣＳの一部分
と、勧誘フレームのＳＥＲＶＩＣＥフィールド内で発見されるスクランブリングシードも
しくはスクランブリング値との組合せ、または勧誘フレームのシーケンス番号であってよ
い。たとえば、組合せは、ＦＣＳおよびスクランブリングシードの数ビットをＡＣＫ識別
子の数ビットにする合計動作（sum operation）またはコピー動作を備え得る。いくつか
の態様では、ＡＣＫ内に含まれる識別子は、勧誘フレームのタイプ／サブタイプに応じて
異なることがある。一例として、勧誘フレームがデータフレームまたは管理フレームであ
る場合、識別子は、勧誘フレーム内のＭＰＤＵのシーケンス番号に基づいてよく、または
データパケットまたは管理パケット内に必要な情報が存在する場合に本明細書で説明する
任意の他の識別子であってよい。フレームが制御フレーム（たとえば、ＰＳ－Ｐｏｌｌ）
である場合、フレームはシーケンス番号を持たず、したがってこの場合、識別子は、ＰＳ
－ＰｏｌｌフレームのＦＣＳ、ＰＳ－Ｐｏｌｌ識別子、または制御フレームが必要な情報
を提供する、本明細書で説明するトークン番号もしくは任意の他の識別子に基づくことが
できる。
【００５０】
　[0065]いくつかの態様では、ＡＣＫ内に含まれる識別子は、勧誘フレームのタイプ／サ
ブタイプに応じて異なることがある。一例として、勧誘フレームがデータフレームまたは
管理フレームである場合、識別子は、勧誘フレーム内のＭＰＤＵの部分的シーケンス番号
と、データパケットまたは管理パケット内に必要な情報が存在する場合に本明細書で説明
する任意の他の識別子との組合せに基づくことができる。ＡＣＫ　ＩＤ内に含まれる部分
的シーケンス番号の長さは、Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫフレームが肯定応答し得るＭＰＤＵの最
大数の関数であってよい。一例として、６ビット長の部分的シーケンス番号は、６４のＭ
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ＰＤＵの複数のブロックを区別するのに十分である。この態様では、ＡＣＫフレームは、
Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫ機能を実行することができる。
【００５１】
　[0066]一例として、フレームが制御フレーム（たとえば、ＰＳ－Ｐｏｌｌ）である場合
、フレームはシーケンス番号を持たず、したがってこの場合、識別子は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ
フレームのＦＣＳ、または制御フレームが必要な情報を提供する、本明細書で説明するト
ークン番号もしくは任意の他の識別子に基づくことができる。追加の例として、本明細書
で説明する概念に基づいて規定されるＰＳ－Ｐｏｌｌ制御フレームへの応答としてＡＣＫ
が送られる場合、ＡＣＫ識別子は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ識別子と同じであってよい。
【００５２】
　[0067]いくつかの態様では、ＡＣＫの識別子フィールドは、勧誘フレームの受信機アド
レス（たとえば、アドレス１）の最下位ビットのうちの１つまたは複数を含む。勧誘フレ
ーム内の受信機アドレスは、フレームフォーマットに応じてフルＭＡＣアドレスまたはロ
ーカルアドレス（ＡＩＤ）であってよい。いくつかの態様では、ＡＣＫの識別子フィール
ドは、勧誘フレームのＳＥＲＶＩＣＥフィールドからのスクランブリングシード（または
スクランブリングシードの一部分）と組み合わされた（たとえば、いくつかの他の計算に
よって合計された）受信機アドレスの最下位ビットのうちの１つまたは複数を含む。
【００５３】
　[0068]いくつかの態様では、ＡＣＫの識別子フィールドは、勧誘フレームの最後の１つ
または複数のビットである。ＡＣＫの識別子フィールドに対する上記で説明した例のうち
のいずれかは、任意のタイプのフレームに応答して、本明細書で説明するような任意の適
切なショート制御フレームとともに含まれ得ることに留意されたい。
【００５４】
　[0069]いくつかの態様では、応答においてＡＣＫが送られるフレームは、フレームの送
信機によって設定されたトークン番号を含み得る。フレームの送信機は、アルゴリズムに
基づいてトークン番号を生成し得る。いくつかの態様では、送信機によって生成されたト
ークン番号は、送信機によって送られる各フレームについて異なる値を有し得る。そのよ
うな態様では、フレームの受信機は、識別子をトークン番号として設定すること、または
トークン番号に少なくとも部分的に基づいて識別子を計算することによってなど、ＡＣＫ
の識別子フィールド中のトークン番号を使用して、肯定応答されているフレームを識別し
得る。いくつかの態様では、識別子フィールドは、トークン番号と以下のＡＣＫの送信機
／受信機の１つまたは複数のグローバルアドレス、ＡＣＫの送信機／受信機の１つまたは
複数のローカルアドレス、ＡＣＫの送信機／受信機のグローバルアドレスのうちの１つま
たは複数の部分、ＡＣＫの送信機／受信機のローカルアドレスのうちの１つまたは複数の
部分、またはフレームのＣＲＣの全体もしくは一部分のうちの少なくとも１つとの組合せ
として計算され得る。
【００５５】
　[0070]いくつかの他の態様では、トークン番号は、ＳＩＧフィールドおよび／または制
御情報（Control Info）フィールドなど、ＡＣＫおよび／または肯定応答されているフレ
ームの別のフィールド中に含まれ得る。いくつかの態様では、トークンは、肯定応答され
ているフレームの、ＰＨＹプリアンブルの後に入り得るＳＥＲＶＩＣＥフィールド中のス
クランブリングシードから導出され得る。
【００５６】
　[0071]いくつかの態様では、ＡＣＫのレート制御フィールドの表示は、フレームの送信
機が使用すべきであることをフレームの受信機（ＡＣＫの送信機）が示唆するＭＣＳを示
す１つまたは複数のビットを含み得る。たとえば、一態様では、１つまたは複数のビット
の値は、ＭＣＳが下げられるべきか、上げられるべきか、または同じままであるべきかの
いずれかを示し得、かつＭＣＳがどれだけ変わるべきかを示し得る。別の態様では、１つ
または複数のビットの値は、特定のＭＣＳを示し得る。フレームは、フレームを送信する
ために使用される空間ストリームの数を示す、空間ストリーム数表示をさらに含み得る。
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【００５７】
　[0072]いくつかの態様では、バッファされたデータの表示は、ＡＣＫの送信機が、バッ
ファされ、ＡＣＫの受信機に送られる準備ができたデータを有することを示す。たとえば
、ＳＴＡ　１０６ａは、ＡＰ　１０４がＳＴＡ　１０６ａに送るためにバッファされたデ
ータを有するかどうかを判断するために、（たとえばＰＳ－ｐｏｌｌメッセージを介して
）ＡＰ　１０４をポーリングすることができる。したがって、ＡＰ　１０４は、ポーリン
グの成功裏の受領を肯定応答し、ＡＰ　１０４がバッファされたデータを有するか否かを
フィールドの値が示す、バッファされたデータフィールドの表示を有するＡＣＫで応答す
ることができる。
【００５８】
　[0073]図６は、ＡＣＫフレームの一例のＳＩＧフィールド内に含まれ得るフィールドを
示す表である。図示された態様では、ＳＩＧフィールドは、１ビットの制御フィールド６
０５と、３ビットのタイプフィールド６１０と、ＡＩＤに対する１３ビットまたはＦＣＳ
に対する３２ビットまたは部分的ＭＡＣアドレスに対する４０ビットのアドレス／識別子
フィールド６１５と、１～４ビットのレート適応情報フィールド６２０と、４ビットのＣ
ＲＣフィールド６２５と、６ビットのテールフィールド６３０とから成るかまたはそれら
のみから成る。制御フィールド６０５は、フレームが上記で説明した制御フレームである
かどうかを示す。タイプフィールド６１０は、上記で説明したフレームのタイプを規定す
る。アドレス／識別子フィールド６１５は、上記で説明したアドレスフィールドまたは識
別子フィールドの一方に対応する。レート適応情報フィールド６２０は、上記で説明した
レート制御フィールドの表示に対応する。ＣＲＣフィールド６２５は、ＡＣＫフレームの
ＣＲＣに対応する。テールフィールド６３０は、ＡＣＫフレームを復号するためにＰＨＹ
レイヤによって必要とされる情報に対応する。
【００５９】
　[0074]図７は、ＡＣＫフレームの別の例のＳＩＧフィールド内に含まれ得るフィールド
を示す表である。図示の態様では、ＳＩＧフィールドは、１２または９ビットの長さフィ
ールド７０５と、随意に（長さフィールドが上記で説明したタイプを示すかどうかに応じ
て）タイプフィールド７１０と、ＡＩＤに対する１３ビットまたはＦＣＳに対する３２ビ
ットまたは部分的ＭＡＣアドレスに対する４０ビットのアドレス／識別子フィールド７１
５と、４ビットのＣＲＣフィールド７２５と、６ビットのテールフィールド７３０とから
成るかまたはそれらのみから成る。長さフィールド７０５は、上記で説明した長さフィー
ルドに対応する。タイプフィールド７１０は、上記で説明したフレームのタイプを規定す
る。アドレス／識別子フィールド７１５は、上記で説明したアドレスフィールドまたは識
別子フィールドの一方に対応する。ＣＲＣフィールド７２５は、ＡＣＫフレームのＣＲＣ
に対応する。テールフィールド７３０は、ＡＣＫフレームを復号するためにＰＨＹレイヤ
によって必要とされる情報に対応する。
【００６０】
　[0075]図８は、図５の制御フレームに類似するフォーマットを有するＡＣＫフレームの
別の例を示す。図示のように、ＡＣＫフレーム８００は、ＳＴＦフィールド８０５および
ＬＴＦフィールド８１０と、ＳＩＧフィールド８１５と、ＳＥＲＶＩＣＥフィールド８２
０と、ＦＣフィールド８２５と、ＦＣＳフィールド８３０とを備える。この実施形態では
、制御情報は、ＡＣＫフレーム内に含まれていない。そうではなく、ＦＣＳフィールド８
３０は、フレームがＡＣＫフレームであることを示すように修正され得る。詳細には、Ｆ
ＣＳフィールド８３０は、ＡＣＫフレーム８００のＣＲＣを含むのではなく、肯定応答さ
れているフレームのＦＣＳのコピーを含み得る。ＡＣＫフレーム８００の受領体は、フレ
ームが同じＦＣＳを有するフレームを送った場合、フレームはＡＣＫフレーム８００であ
るものと判断し得る。いくつかの態様では、フレームの送信機は、特定の時間間隔内にＡ
ＣＫフレーム８００を期待し得、したがって、着信パケットがその時間間隔の間にコピー
されたＦＣＳを有する場合にのみ、チェックし得る。さらに、いくつかの態様では、ＦＣ
フィールド８２５は、フレームがＡＣＫであるか否かを示すインジケータを含み得る。
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【００６１】
　[0076]図１４は、本明細書の教示によるＡＣＫフレーム１４００の別の例を示す。図示
のように、ＡＣＫフレーム１４００は、４ビットのＭＣＳ（制御フレームのタイプを示す
）と、１４ビットのＡＣＫ　ＩＤ（部分的ＦＣＳとスクランブラシードとから成り得る）
と、５ビットの持続時間と、３または１５ビットの他のフィールドと、４ビットの巡回冗
長チェックと、６ビットのテールとを含む。
【００６２】
　[0077]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡回
冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、ア
ドレスフィールド、識別子フィールド、レート制御の表示フィールド、およびバッファさ
れたデータの表示フィールドのうちの１つまたは複数とから本質的に成る制御情報を備え
る肯定応答フレームを生成することを備える。本方法は、肯定応答フレームを送信するこ
とをさらに備える。いくつかの態様では、アドレスフィールドは、グローバルアドレスま
たはローカルアドレスの一方を含む。いくつかの態様では、アドレスフィールドは、肯定
応答フレームの送信機または肯定応答フレームの受信機のアドレスの一方を含む。
【００６３】
　[0078]いくつかの態様では、識別子フィールドは、肯定応答されているパケットのハッ
シュ、肯定応答されているパケットの巡回冗長チェック、トークン、または肯定応答され
ているパケットのシーケンス番号のうちの１つを含む。
【００６４】
　[0079]いくつかの態様では、レート制御の表示フィールドは、変調コーディング方式を
変化させる量を示す。いくつかの態様では、レート制御の表示フィールドは、変調コーデ
ィング方式を示す。
【００６５】
　[0080]いくつかの態様では、肯定応答フレームは、少なくとも、肯定応答されているパ
ケットのフレームチェックシーケンスに基づく情報を備える。いくつかの態様では、少な
くともフレームチェックシーケンスに基づく情報は、フレームチェックシーケンスに基づ
く識別子と、以下、すなわち肯定応答されているパケットのサービスフィールドからのス
クランブリングシードおよび肯定応答されているパケットからのシーケンス番号のうちの
１つまたは複数とを備える。いくつかの態様では、情報は、肯定応答されているパケット
のタイプに基づく。
【００６６】
　[0081]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＰＳ－ｐｏｌｌである。た
とえば、ＳＴＡ　１０６ａは、ＡＰ　１０４がＳＴＡ　１０６ａに送るためのデータを有
するかどうかを判断するために、ＡＰ　１０４にＰＳ－ｐｏｌｌを送り得る。一態様では
、ＰＳ－ｐｏｌｌの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、
すなわちＰＳ－ｐｏｌｌの受信体のグローバルアドレス、ＰＳ－ｐｏｌｌの発信体のロー
カルアドレス、情報フィールド、およびトークン番号を示すフィールドのうちの１つまた
は複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数から成
るかまたは本質的に成ることができる。上記で説明したように、トークン番号は、ＰＳ－
ｐｏｌｌの送信機によって（たとえば、アルゴリズムに従って）生成され得、送信機によ
って送られた各ＰＳ－ｐｏｌｌに対して異なる値を有し得る。ＰＳ－ｐｏｌｌの制御情報
は、追加のフィールドを含まない。情報フィールドは、ＰＳ－ｐｏｌｌの発信体が受信し
たものの最新のビーコンバージョンを含み得、それにより、ＰＳ－ｐｏｌｌの受信体は、
発信体のバージョンと実際のバージョンとを比較し得る。別の態様では、情報フィールド
は、以下のＰＳ－ｐｏｌｌの送信機／受信機の１つまたは複数のグローバルアドレス、Ｐ
Ｓ－ｐｏｌｌの送信機／受信機の１つまたは複数のローカルアドレス、ＰＳ－ｐｏｌｌの
送信機／受信機のグローバルアドレスのうちの１つまたは複数の部分、ＰＳ－ｐｏｌｌの
送信機／受信機のローカルアドレスのうちの１つまたは複数の部分、またはＰＳ－ｐｏｌ
ｌが送られているトラフィック表示マップ（ＴＩＭ）を搬送するビーコンのスクランブラ
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シード（またはスクランブラシードの一部分）のうちの１つまたは複数を、いずれかの組
合せで含み得る。たとえば、情報フィールドは、ＡＰのＢＳＳＩＤとＳＴＡのＡＩＤとを
任意の順序で含み得る。発信体のバージョンと実際のバージョンとの間に不整合が存在す
る場合、ＰＳ－ｐｏｌｌの受信体は、ＰＳ－ｐｏｌｌの発信体に新しい情報を送り得る。
【００６７】
　[0082]いくつかの態様では、ＰＳ－ｐｏｌｌの制御情報は、識別子を含み得る。識別子
の値は、ビーコン（たとえば、最新の受信ビーコン）またはＡＰ　１０４からＳＴＡ　１
０６ａによって受信された他のページングフレーム内に含まれる対応する識別子（たとえ
ば、スクランブラシード）と同じ値、またはそれから導出される値に設定され得る。識別
子が存在するとき、ＰＳ－ｐｏｌｌの受信機アドレスは、識別子が、対象とする受信機を
識別するので、フレームから省略されてよい。さらに、ＰＳ－Ｐｏｌｌは、ＰＳ－Ｐｏｌ
ｌ識別子内にそれのＡＩＤの一部分（たとえば、それのＡＩＤの１１のＬＳＢ）を含み得
る。さらに、ビーコンまたはページングメッセージの発信体は、任意の所与のビーコンに
対して識別子を変えることができ、時間にわたってダイバーシティを提供する。
【００６８】
　[0083]図１３は、４ビットのＭＣＳ（制御フレームのタイプを示す）と、７ビットの受
信機アドレスと、１１ビットの送信機アドレスと、４または１６ビットの他のフィールド
と、４ビットの巡回冗長チェックと、６ビットのテールとを含むＰＳ－ｐｏｌｌ制御フレ
ーム１３００の一例を示す。
【００６９】
　[0084]いくつかの態様では、ＰＳ－ｐｏｌｌフレームは、次のようにＡＣＫフレームと
併せて使用され得る。ＳＴＡは、ＳＴＡが関連するＡＰを対象とするＰＳ－ｐｏｌｌを送
り得る。ＰＳ－ｐｏｌｌを受領すると、ＡＰは、本明細書で説明するようなＡＣＫフレー
ムで応答することができる。たとえば、ＡＣＫフレームは、上記で説明したＰＳ－ｐｏｌ
ｌフレーム内に含まれるトークン番号に基づいて計算された識別子を含み得る。トークン
は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ識別子であってよい。応答においてトークン番号を使用することは、
有利には、ＡＣＫの識別子が各ＰＳ－ｐｏｌｌに対して異なることを可能にし、それによ
り、複数のＡＣＫが同時にデバイスで受信された場合、複数のＡＣＫの間でデバイスを容
易に区別することを可能にする。別の例では、ＡＣＫフレームは、以下のＰＳ－ｐｏｌｌ
の送信機／受信機の１つまたは複数のグローバルアドレス、ＰＳ－ｐｏｌｌの送信機／受
信機の１つまたは複数のローカルアドレス、ＰＳ－ｐｏｌｌの送信機／受信機のグローバ
ルアドレスのうちの１つまたは複数の部分、またはＰＳ－ｐｏｌｌからコピーされ得るＰ
Ｓ－ｐｏｌｌの送信機／受信機のローカルアドレスのうちの１つまたは複数の部分、のう
ちの１つまたは複数を、いずれかの組合せで含み得る。
【００７０】
　[0085]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡回
冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、宛
先アドレスフィールド、送信機アドレスフィールド、および情報フィールドのうちの１つ
または複数とから本質的に成る制御情報を備える省電力ポーリングフレームを生成するこ
とを備える。本方法は、省電力ポーリングフレームを送信することをさらに備える。いく
つかの態様では、情報フィールドはビーコンバージョンを含む。いくつかの態様では、宛
先アドレスフィールドはグローバルアドレスを備え、送信機アドレスフィールドはローカ
ルアドレスを備える。いくつかの態様では、情報フィールドは、受信されたビーコンに基
づく識別子を含む。
【００７１】
　[0086]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＲＴＳである。一態様では
、ＲＴＳの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すなわち
ＲＴＳの受信体のグローバルアドレス、ＲＴＳの発信体のローカルアドレス、および持続
時間フィールドのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィール
ドのうちの１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＲＴＳの制御情
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報は、追加のフィールドを含まない。いくつかの態様では、ＲＴＳは、追加または代替と
して、ｄＢでまたはクラス（たとえば、２ビットが送信電力の４つのクラスを示し得る）
で表現され得る送信電力表示を（すべてのタイプの制御フレームに含まれている、上記で
説明したフィールドのうちの１つまたは複数とともに）含み得る。さらに、ＲＴＳは、追
加または代替として、帯域幅表示を（すべてのタイプの制御フレームに含まれている、上
記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数とともに）含み得る。一態様では、帯域
幅表示は、２ＭＨｚ（またはそれ以上）の制御フレームに対してのみ存在し得る。持続時
間フィールドは、ＲＴＳが通信チャネルを確保する持続時間を示し得る。一態様では、持
続時間フィールドは、２バイト（またはそれ以下）で持続時間を示し得、持続時間をμｓ
で表現する。別の態様では、持続時間は、他の時間間隔における持続時間（たとえば、シ
ンボルの数、４０μｓの倍数、タイムスロットの数など）で示し得る。一例として、９ビ
ットの持続時間フィールド長を用いて４０μｓの倍数として表現されると、持続時間フィ
ールドは、２０．５ｍｓまで示し得る。いくつかの態様では、時間間隔の長さはＡＰ　１
０４によって宣言され、ビーコンなどの別のメッセージの中で、またはＳＴＡ　１０６ａ
へのアソシエーションの間に送られる。
【００７２】
　[0087]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡回
冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、宛
先アドレスフィールド、送信機アドレスフィールド、および持続時間フィールドのうちの
１つまたは複数とから本質的に成る制御情報を備える送信要求フレームを生成することを
備える。本方法は、送信要求フレームを送信することをさらに備える。いくつかの態様で
は、宛先アドレスフィールドはグローバルアドレスを備え、送信機アドレスフィールドは
ローカルアドレスを備える。いくつかの態様では、持続時間フィールドは、シンボルの倍
数で持続時間を表現する。
【００７３】
　[0088]図１５は、４ビットのＭＣＳ（制御フレームのタイプを示す）と、１３ビットの
ＲＴＳ　ＩＤ（たとえば、受信機ＡＩＤ）と、９ビットの持続時間フィールドと、他のフ
ィールドと、４ビットの巡回冗長チェックと、６ビットのテールとを含むＲＴＳ制御フレ
ーム１５００の一例を示す。ＲＴＳ　１５００は、追加で、２ビットの帯域幅表示を含み
得、および／または追加で、２ビットの送信電力クラスを含み得る。
【００７４】
　[0089]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＣＴＳである。一態様では
、ＣＴＳの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すなわち
ＣＴＳが送られているＲＴＳの発信体のローカルアドレスおよび持続時間フィールドのう
ちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまた
は複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ローカルアドレスおよび持続時間フ
ィールドは、ＣＴＳが送られているＲＴＳからコピー（または導出）され得る。代替とし
て、ＣＴＳは、ＲＴＳからコピーされたアドレスを含まず、代わりに、上記で説明したＡ
ＣＫフレームに対するのと同様の方法で規定された識別子を含み得る。ＣＴＳの制御情報
は、追加のフィールドを含まない。代替として、ＣＴＳは、ＲＴＳフレームに対して前述
した追加のフィールドを含み得る。
【００７５】
　[0090]図１６は、４ビットのＭＣＳ（制御フレームのタイプを示す）と、７ビットのＣ
ＴＳ　ＩＤ（たとえば、部分的ｆｃｓおよびＲＴＳからのスクランブラシード情報ならび
に／あるいはＣＴＳがＲＴＳ　ＩＤの本体および／またはコピー（または一部分）に送信
される場合は送信機の部分的送信機アドレス）と、９ビットの持続時間フィールドと、６
または１８ビットの他のフィールドと、４ビットの巡回冗長チェックと、６ビットのテー
ルとを含むＣＴＳ制御フレーム１６００の一例を示す。ＣＴＳ　１６００は、追加で、２
または３ビットの帯域幅表示を含み得、および／または追加で、２ビットの送信電力クラ
スを含み得る。
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【００７６】
　[0091]いくつかの態様では、ＣＴＳ制御フレーム１６００は、たとえば、高速リンク適
応を実装するために使用され得る、データ送信に対して示唆されたＭＣＳを示す１つまた
は複数のビットを含むＭＣＳフィールドをさらに含み得る。たとえば、第２のＳＴＡから
ＲＴＳフレームを受領すると、第１のＳＴＡは、ＣＴＳ制御フレーム１６００を送信し、
第２のＳＴＡがそれに対する後続のデータ送信のために使用し得ることを示唆されたＭＣ
Ｓを第２のＳＴＡに示すために、フレーム１６００のＭＣＳフィールドを使用することが
できる。第２のＳＴＡは、後続のデータ送信のためのＭＣＳを選択するために、ＭＣＳフ
ィールド内に示されるＭＣＳを選択し得る。
【００７７】
　[0092]いくつかの態様では、ＭＣＳフィールドは、ＩＥＥＥ規格内のＭＣＳ定義に従っ
てＭＣＳインデックスを示し得る。いくつかの態様では、ＭＣＳフィールドは、所与の基
準ＭＣＳに対してＭＣＳを増加または減少させることの表示を含む相対的ＭＣＳを含み得
る。たとえば、基準ＭＣＳは、勧誘ＲＴＳの送信のために使用されるＭＣＳであってよい
。別の例では、基準ＭＣＳは、勧誘ＲＴＳのフィールド内に明確に示されるＭＣＳであっ
てよい。別の例では、基準ＭＣＳは、最後の成功裏のデータ送信の中で使用されるＭＣＳ
であってよい。いくつかの態様では、ＣＴＳは、ＣＴＳの発信体が、ＣＴＳの受領体に送
達されるための準備ができた、バッファされたデータユニットまたはフレームを有するこ
との表示をさらに含み得る。
【００７８】
　[0093]いくつかの態様では、ＣＴＳ制御フレーム１６００のＭＣＳフィールドは、示唆
されたＭＣＳを示すために２ビットを含み得る。たとえば、ビットの下記の組合せは、示
唆されたＭＣＳを示すために使用され得る：
　　　－　００：ＲＴＳと同じＭＣＳ　
　　　－　０１：ＲＴＳ「＋１」のＭＣＳ　
　　　－　１０：ＲＴＳ「＋２」のＭＣＳ　
　　　－　１１：ＲＴＳ「＋３」のＭＣＳ
【００７９】
　[0094]別の例として、ＲＴＳフレームがＭＣＳ２　ｒｅｐ２において送られる場合、
　　　－　００：ＭＣＳ０　ｒｅｐ２　
　　　－　０１：ＭＣＳ０　
　　　－　１０：ＭＣＳ１　
　　　－　１１：ＭＣＳ２
【００８０】
　[0095]いくつかの態様では、ＣＴＳ制御フレーム１６００は、ＣＴＳはＲＴＳへの応答
であるが、ＳＴＡへの送信機会（ＴＸＯＰ）を許可していないことを示すために使用され
る１ビットを含み得る。たとえば、ＣＴＳ制御フレーム１６００は、ＲＴＳが受信された
が、ネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）は設定されず、ＲＴＳの送信機はＣＴＳの
後でデータを送ることの可能性を許可されないことを示し得る。いくつかの態様では、Ｃ
ＴＳ制御フレーム１６００がＴＸＯＰを許可していないことを、ＣＴＳ制御フレーム１６
００が示す場合、ＣＴＳ制御フレーム１６００の持続時間フィールドは、ＮＡＶ持続時間
を示すために使用されない。そのような態様では、持続時間フィールドは、ある時間の後
にＳＴＡが別のＲＴＳフレームまたはデータを送ることを許可される、その時間を示すた
めに使用され得る。
【００８１】
　[0096]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡回
冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、宛
先アドレスフィールドおよび持続時間フィールドのうちの１つまたは複数とから本質的に
成る制御情報を備える送信可フレームを生成することを備える。本方法は、送信可フレー
ムを送信することをさらに備える。いくつかの態様では、送信可制御フレームは、制御情
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報を含む信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える。
【００８２】
　[0097]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＢＡＲである。たとえば、
ＳＴＡ　１０６ａは、別のＳＴＡにＢＡＲを送って、ＢＡを送るように他のＳＴＡに要求
することができる。一態様では、ＢＡＲの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと
、以下のフィールド、すなわちグローバルアドレス、ローカルアドレス、アドレス解釈フ
ィールド、トラフィック識別子（ＴＩＤ）フィールド、および開始シーケンス番号フィー
ルドのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの
１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＢＡＲの制御情報は、追加
のフィールドを含まない。グローバルアドレスは、ＢＡＲの送信機またはＢＡＲの受信機
のグローバルアドレスであってよい。ローカルアドレスは、グローバルアドレスがＢＡＲ
内に含まれないＢＡＲの送信機およびＢＡＲの受信機の他方に対するローカルアドレスで
あってよい。アドレス解釈フィールドは、グローバルアドレスが送信機のアドレスであり
ローカルアドレスが受信機のアドレスであるかどうか、またはグローバルアドレスが受信
機のアドレスでありローカルアドレスが送信機のアドレスであるかどうかを示す１または
２ビットであってよい。ＢＡはＴＩＤごとに規定され、ＢＡが要求される開始ブロックの
シーケンス番号が必要とされるので、これらの値がＢＡＲ内に含まれる。ＴＩＤは３ビッ
トであってよく、開始シーケンス番号は１２ビットであってよい。いくつかの態様では、
開始シーケンス番号は、開始シーケンス番号の最下位ビットまたは最上位ビットのうちの
１つまたは複数など、部分的シーケンス番号であってよい。部分的シーケンス番号の長さ
は、Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫが肯定応答し得るＭＰＤＵの最大数に応じて決まることがある。
一例として、６ビット長の部分的シーケンス番号は、６４のＭＰＤＵの複数のブロックを
区別するのに十分である。いくつかの態様では、ＴＩＤはアクセスカテゴリーを識別し、
各アクセスカテゴリーごとに、ＴＩＤは、２つのサブカテゴリーを識別し、合計８つのサ
ブカテゴリーを識別する。他の態様では、アクセスカテゴリーの表示は十分である。いく
つかの態様では、３ビットのＴＩＤの代わりに、制御フィールドが、２ビットのアクセス
カテゴリーを含み得る。
【００８３】
　[0098]別の態様では、ＢＡＲの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下の
フィールド、すなわちグローバルアドレス、第１のローカルアドレス、第２のローカルア
ドレス、トラフィック識別子（ＴＩＤ）フィールド、および開始シーケンス番号フィール
ドのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１
つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＢＡＲの制御情報は、追加の
フィールドを含まない。グローバルアドレスは、送信機および受信機のＢＳＳＩＤを示し
得る。第１および第２のローカルアドレスは、送信機および受信機のローカルアドレスで
あってよい。
【００８４】
　[0099]別の態様では、ＢＡＲの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下の
フィールド、すなわち第１のグローバルアドレス、第２のグローバルアドレス、トラフィ
ック識別子（ＴＩＤ）フィールド、および開始シーケンス番号フィールドのうちの１つま
たは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数から
成るかまたは本質的に成ることができる。ＢＡＲの制御情報は、追加のフィールドを含ま
ない。第１および第２のグローバルアドレスは、送信機および受信機のグローバルアドレ
スであってよい。
【００８５】
　[00100]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
グローバルアドレスフィールド、ローカルアドレスフィールド、アドレス解釈フィールド
、トラフィック識別子フィールド、および開始シーケンス番号フィールドのうちの１つま
たは複数とから本質的に成る制御情報を備えるブロック肯定応答要求フレームを生成する
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ことを備える。本方法は、ブロック肯定応答要求フレームを送信することをさらに備える
。
【００８６】
　[00101]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＢＡである。たとえば、
ＳＴＡ　１０６ａは、複数のフレームの受領を肯定応答するためにＢＡを送り得る。一態
様では、ＢＡの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すな
わちグローバルアドレス、ローカルアドレス、アドレス解釈フィールド、トラフィック識
別子（ＴＩＤ）フィールド、開始シーケンス番号フィールド、およびビットマップのうち
の１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは
複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＢＡの制御情報は、追加のフィールド
を含まない。グローバルアドレスは、ＢＡの送信機またはＢＡの受信機のグローバルアド
レスであってよい。ローカルアドレスは、グローバルアドレスがＢＡ内に含まれないＢＡ
の送信機およびＢＡＲの受信機の他方に対するローカルアドレスであってよい。アドレス
解釈フィールドは、グローバルアドレスが送信機のアドレスでありローカルアドレスが受
信機のアドレスであるかどうか、またはグローバルアドレスが受信機のアドレスでありロ
ーカルアドレスが送信機のアドレスであるかどうかを示す１または２ビットであってよい
。ＢＡはＴＩＤごとに規定され、ＢＡが要求される開始ブロックのシーケンス番号が必要
とされるので、これらの値がＢＡ内に含まれる。ＴＩＤは３ビットであってよく、開始シ
ーケンス番号は１２ビットであってよい。さらに、ビットマップは、たとえば、４、８、
１６、３２または６４ビットであってよい。ビットマップの値は、どのフレームが成功裏
に受信されたか、およびどのフレームが受信されなかったかを示し得る。いくつかの態様
では、ＢＡＲの送信機は、特定の応答体から特定の時間間隔内にＢＡを期待し得るので、
ＴＩＤ、シーケンス番号および受信機アドレスのいずれかが、ＢＡから排除されることが
ある。したがって、ＢＡが、その時間間隔内に送信機のアドレスとともに受信された場合
、送信機は、ＢＡＲ内で送られたＴＩＤと開始シーケンス番号とを推定することができる
。
【００８７】
　[00102]別の態様では、ＢＡの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下の
フィールド、すなわちグローバルアドレス、第１のローカルアドレス、第２のローカルア
ドレス、トラフィック識別子（ＴＩＤ）フィールド、開始シーケンス番号フィールド、お
よびビットマップのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィー
ルドのうちの１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＢＡの制御情
報は、追加のフィールドを含まない。グローバルアドレスは、送信機および受信機のＢＳ
ＳＩＤを示し得る。第１および第２のローカルアドレスは、送信機および受信機のローカ
ルアドレスであってよい。
【００８８】
　[00103]別の態様では、ＢＡの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下の
フィールド、すなわち第１のグローバルアドレス、第２のグローバルアドレス、トラフィ
ック識別子（ＴＩＤ）フィールド、開始シーケンス番号フィールド、およびビットマップ
のうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つ
または複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＢＡの制御情報は、追加のフィ
ールドを含まない。第１および第２のグローバルアドレスは、送信機および受信機のグロ
ーバルアドレスであってよい。
【００８９】
　[00104]別の態様では、ＢＡの制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下の
フィールド、すなわちビットマップおよびＢＡ識別子のうちの１つまたは複数との中に含
まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数から成るかまたは本質的
に成ることができる。ＢＡの制御情報は、追加のフィールドを含まない。ビットマップは
、対応するパケットが正常に受信されたか、または受信されなかったかを示す２、４、８
、１６、３２ビットマップであってよい。ビットマップの位置ｎにおけるビットは、ｎと
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、ＢＡの直前のＢＡＲフレーム内に示されるシーケンス番号との和に等しいシーケンス番
号を有するパケットを指すことができる。いくつかの態様では、ＴＩＤまたはＡＣの値も
また、ＢＡＲの直前からの値であるものと推定される。識別子は、ＡＣＫ識別子に対して
規定されたものと同じまたは同様の方法で規定され得る。
【００９０】
　[00105]図１７は、本明細書の教示による、ＢＡフレーム１７００の一例を示す。図示
のように、ＢＡフレーム１７００は、４ビットのＭＣＳ（制御フレームのタイプを示す）
と、７ビットのブロックＡＣＫ　ＩＤ（たとえば、第１のＭＰＤＵまたはＢＡＲからのス
クランブラシード）と、５ビットの開始シーケンス番号（ＳＳＮ）（たとえば、肯定応答
された第１のＭＰＤＵのＳＳＮまたは肯定応答された第１のＭＰＤＵのＳＳＮの５ＬＳＢ
）と、８ビットまたは１６ビットのビットマップと、他のフィールドと、４ビットの巡回
冗長チェックと、６ビットのテールとを含む。いくつかの態様では、ＢＡフレーム１７０
０は、ＢＡがブロック肯定応答に対するものであるかまたは断片化された肯定応答に対す
るものであるかを示す、１ビットのＡＣＫモードフィールドを含み得る。いくつかの態様
では、ＢＡフレーム１７００は、１ビットのドップラー表示フィールドを含み得る。
【００９１】
　[00106]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
グローバルアドレスフィールド、ローカルアドレスフィールド、アドレス解釈フィールド
、トラフィック識別子フィールド、開始シーケンス番号フィールドおよびビットマップの
うちの１つまたは複数とから本質的に成る制御情報を備えるブロック肯定応答フレームを
生成することを備える。本方法は、ブロック肯定応答フレームを送信することをさらに備
える。
【００９２】
　[00107]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＣＦ－ｅｎｄである。Ｃ
Ｆ－ｅｎｄは、ネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）に応答してなされた予約をキャ
ンセルするために使用され得る。一態様では、ＣＦ－ｅｎｄの制御情報は、タイプフィー
ルドから成るかまたは本質的に成ることができる。ＣＦ－ｅｎｄの制御情報は、追加のフ
ィールドを含まない。ＣＦ－ｅｎｄを示すタイプフィールドを受信する任意の受信機は、
次いで、いずれかのＮＡＶがキャンセルされるべきかを判断することができる。別の態様
では、ＣＦ－ｅｎｄの制御情報は、タイプフィールドと、すべてのタイプの制御フレーム
の中に含まれている、上記で説明した他のフィールドのうちの１つまたは複数とから成る
かまたは本質的に成ることができる。ＣＦ－ｅｎｄの制御情報は、追加のフィールドを含
まない。
【００９３】
　[00108]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、タイプフィールドから本質的
に成る制御情報を備えるコンテンションフリー終了フレームを生成することを備える。本
方法は、コンテンションフリー終了フレームを送信することをさらに備える。
【００９４】
　[00109]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＣＦ－ｅｎｄポーリング
である。ＣＦ－ｅｎｄポーリングは、それ自体を、ＣＦ－ｅｎｄポーリングの送信機の送
信範囲内でネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）に応答してなされた予約をキャンセ
ルし、さらにＣＦ－ｅｎｄポーリングの受信機の送信範囲内で予約をキャンセルするため
にＣＦ－ｅｎｄを送信することを、ＣＦ－ｅｎｄポーリングの受信機に要求するために使
用され得る。一態様では、ＣＦ－ｅｎｄポーリングの制御情報は、ＣＦ－ｅｎｄポーリン
グの受信機のグローバルアドレスと、タイプフィールドのすべてのタイプの制御フレーム
の中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数とを備え得る。
別の態様では、ＣＦ－ｅｎｄポーリングの制御情報は、ＣＦ－ｅｎｄポーリングの受信機
のグローバルアドレスと、タイプフィールドのすべてのタイプの制御フレームの中に含ま
れている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複数とから成るかまたは本質的
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に成ることができる。別の態様では、ＣＦ－ｅｎｄポーリングの制御情報は、ＣＦ－ｅｎ
ｄポーリングの受信機のグローバルアドレスと、フレームがＣＦ－ｅｎｄポーリングであ
ることを示すタイプフィールドとから成るかまたは本質的に成ることができる。
【００９５】
　[00110]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
受領体のグローバルアドレスフィールドとから本質的に成る制御情報を備えるコンテンシ
ョンフリー終了ポーリングフレームを生成することを備える。本方法は、コンテンション
フリー終了ポーリングフレームを送信することをさらに備える。
【００９６】
　[00111]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＭＣＳ要求である。たと
えば、ＡＰ　１０４は、送信のためにどのＭＣＳを使用するかについての情報をＳＴＡ　
１０６ａから要求するために、ＳＴＡ　１０６ａにＭＣＳ要求を送り得る。一態様では、
ＭＣＳ要求の制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すなわ
ちＭＣＳ要求の受信体のグローバルアドレス、およびＭＣＳ要求の発信体のローカルアド
レスのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの
１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＭＣＳ要求の制御情報は、
追加のフィールドを含まない。
【００９７】
　[00112]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
受領体のグローバルアドレスフィールドおよび送信機のローカルアドレスフィールドのう
ちの１つまたは複数とから本質的に成る制御情報を備える変調コーディング方式要求フレ
ームを生成することを備える。本方法は、変調コーディング方式要求フレームを送信する
ことをさらに備える。
【００９８】
　[00113]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＭＣＳ応答である。たと
えば、ＡＰ　１０４は、送信のためにどのＭＣＳを使用するかについての情報をＳＴＡ　
１０６ａから要求するために、ＳＴＡ　１０６ａにＭＣＳ要求を送り得る。返答として、
ＳＴＡ　１０６ａは、ＭＣＳ応答内でそのような情報を送り得る。一態様では、ＭＣＳ応
答の制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すなわちＭＣＳ
応答がＭＣＳ要求からコピーされて送られるＭＣＳ要求の発信体のローカルアドレス、Ｍ
ＣＳフィールド（たとえば、４ビット）、および追加情報（たとえば、信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ））のうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのう
ちの１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＭＣＳ応答の制御情報
は、追加のフィールドを含まない。
【００９９】
　[00114]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
受領体のローカルアドレスフィールド、変調コーディング方式フィールド、および情報フ
ィールドのうちの１つまたは複数とから本質的に成る制御情報を備える変調コーディング
方式応答フレームを生成することを備える。本方法は、変調コーディング方式応答フレー
ムを送信することをさらに備える。
【０１００】
　[00115]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはＮＤＰである。たとえば
、ＡＰ　１０４は、ＳＴＡ　１０６ａがＮＤＰを使用してチャネル推定を実行することを
可能にするために、ＳＴＡ　１０６ａにＮＤＰを送り得る。一態様では、ＮＤＰの制御情
報は、すべてのタイプの制御フレームと、以下のフィールド、すなわちチャネル推定のた
めの空間ストリームの数、およびその帯域幅にわたって推定するチャネル帯域幅のうちの
１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドのうちの１つまたは複
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数から成るかまたは本質的に成ることができる。ＮＤＰの制御情報は、追加のフィールド
を含まない。
【０１０１】
　[00116]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
空間ストリームの数フィールドおよびチャネル帯域幅フィールドのうちの１つまたは複数
とから本質的に成る制御情報を備えるヌルデータパケットフレームを生成することを備え
る。本方法は、ヌルデータパケットフレームを送信することをさらに備える。
【０１０２】
　[00117]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはプローブ要求である。た
とえば、ＡＰを探索するＳＴＡ　１０６ａは、ＡＰ　１０４が応答するプローブ要求を送
り得る。一態様では、プローブ要求の制御情報は、すべてのタイプの制御フレームと、以
下のフィールド、すなわちプローブ要求の送信機のグローバルアドレスおよびサービスセ
ット識別子（ＳＳＩＤ）フィールドのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記
で説明したフィールドのうちの１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができ
る。プローブ要求の制御情報は、追加のフィールドを含み得ない。ＳＳＩＤフィールドは
、ＳＴＡ　１０６ａが探索しているＳＳＩＤまたはＳＳＩＤのハッシュを含み得る。ＳＳ
ＩＤのハッシュは、たとえば、フルＳＳＩＤの一部分またはフルＣＲＣに基づいて計算さ
れるＣＲＣを表す４バイトであってよい。さらに、ＳＳＩＤフィールドは含まれず、した
がって、プローブ要求を受信する任意のＡＰが応答してよい。
【０１０３】
　[00118]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
送信機のグローバルアドレスフィールドおよび受信機のサービスセット識別子フィールド
のうちの１つまたは複数とから本質的に成る制御情報を備えるプローブ要求フレームを生
成することを備える。本方法は、プローブ要求フレームを送信することをさらに備える。
【０１０４】
　[00119]いくつかの態様では、制御フレームの１つのタイプはプローブ応答である。た
とえば、ＡＰを探索するＳＴＡ　１０６ａは、ＡＰ　１０４がプローブ応答で応答するプ
ローブ要求を送り得る。一態様では、プローブ応答の制御情報は、すべてのタイプの制御
フレームと、以下のフィールド、すなわちプローブ応答の送信機のグローバルアドレス、
プローブ応答の受信機のグローバルアドレス、およびサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）
フィールドのうちの１つまたは複数との中に含まれている、上記で説明したフィールドの
うちの１つまたは複数から成るかまたは本質的に成ることができる。プローブ応答の制御
情報は、追加のフィールドを含み得ない。ＳＳＩＤフィールドは、プローブ応答を送るＡ
ＰのＳＳＩＤまたはＳＳＩＤのハッシュを含み得る。さらに、プローブ要求の送信機は特
定の時間間隔内にプローブ応答を期待し得るので、たとえば、プローブ要求がＳＳＩＤを
含む場合、ＳＳＩＤフィールドは含まれ得ない。したがって、プローブ応答が、プローブ
要求の送信機のアドレスとともにその時間間隔内に受信される場合、送信機は、ＳＳＩＤ
がプローブ要求内で送られたものと推定することができる。
【０１０５】
　[00120]いくつかの態様では、ワイヤレス通信の方法は、以下の、長さフィールド、巡
回冗長チェックフィールド、および送信電力表示フィールドのうちの１つまたは複数と、
送信機のグローバルアドレスフィールド、受信機のグローバルアドレスフィールド、およ
び送信機のサービスセット識別子フィールドのうちの１つまたは複数とから本質的に成る
制御情報を備えるプローブ応答フレームを生成することを備える。本方法は、プローブ応
答フレームを送信することをさらに備える。
【０１０６】
　[00121]図９は、制御フレームを生成し、送信するための例示的な方法９００の一態様
のフローチャートを示す。方法９００は、上記で説明した制御フレームのいずれかを生成
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し、送信するために使用され得る。制御フレームは、生成され得るか、または１つのワイ
ヤレスデバイス２０２から別のワイヤレスデバイスに送信され得る。方法９００について
ワイヤレスデバイス２０２（図２）の要素に関して以下で説明するが、本明細書で説明す
るステップのうちの１つまたは複数を実装するために他の構成要素が使用され得ることを
当業者は諒解されよう。ブロックについてある順序で行われるものとして説明することが
あるが、ブロックは並べ替えられ得、ブロックは省略され得、および／または追加のブロ
ックが追加され得る。
【０１０７】
　[00122]最初に、ブロック９０２で、プロセッサ２０４および／またはＤＳＰ　２２０
は、制御フレームのコンテンツに基づいて制御フレームを生成する。次いで、ブロック９
０４で、送信機２１０が、制御フレームを送信する。
【０１０８】
　[00123]図１０は、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得る例示的なワイヤレ
スデバイス１０００の機能ブロック図である。デバイス１０００は、ワイヤレス送信のた
めの制御フレームを生成するための生成モジュール１００２を備える。生成モジュール１
００２は、図９に示すブロック９０２関して上述した機能のうちの１つまたは複数を実行
するように構成され得る。生成モジュール１００２は、プロセッサ２０４およびＤＳＰ　
２２０のうちの１つまたは複数に対応し得る。デバイス１０００は、データユニットをワ
イヤレス送信するための送信モジュール１００４をさらに備える。送信モジュール１００
４は、図９に示すブロック９０４関して上述した機能のうちの１つまたは複数を実行する
ように構成され得る。送信モジュール１００４は送信機２１０に対応し得る。
【０１０９】
　[00124]図１１は、制御フレームを受信し、処理するための例示的な方法１１００の一
態様のフローチャートを示す。方法１１００は、上記で説明した制御フレームのいずれか
を受信し、処理するために使用され得る。制御フレームは、任意のワイヤレスデバイス２
０２において受信され、処理され得る。方法１１００についてワイヤレスデバイス２０２
（図２）の要素に関して以下で説明するが、本明細書で説明するステップのうちの１つま
たは複数を実装するために他の構成要素が使用され得ることを当業者は理解されよう。ブ
ロックについてある順序で行われるものとして説明することがあるが、ブロックは並べ替
えられ得、ブロックは省略され得、および／または追加のブロックが追加され得る。
【０１１０】
　[00125]最初に、ブロック１１０２で、受信機２１２は制御フレームを受信する。次い
で、ブロック１１０４で、プロセッサ２０４および／またはＤＳＰ　２２０は、制御フレ
ームのコンテンツに基づいて制御フレームを処理する。
【０１１１】
　[00126]図１２は、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得る例示的なワイヤレ
スデバイス１２００の機能ブロック図である。デバイス１２００は、制御フレームを受信
するための受信モジュール１００２を備える。受信モジュール１２０２は、図１１に示す
ブロック１１０２に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実行するように
構成され得る。受信モジュール１２０２は受信機２１２に対応し得る。デバイス１２００
は、制御フレームを処理するための処理モジュール１２０４をさらに備える。送信モジュ
ール１２０４は、図１１に示すブロック１１０４関して上述した機能のうちの１つまたは
複数を実行するように構成され得る。処理モジュール１２０４は、プロセッサ２０４およ
びＤＳＰ　２２０のうちの１つまたは複数に対応し得る。
【０１１２】
　[00127]本明細書で使用する「判断」という用語は、多種多様なアクションを包含する
。たとえば、「判断」は、計算、算出、処理、導出、調査、探索（たとえば、テーブル、
データベースまたは別のデータ構造での探索）、確認などを含み得る。また、「判断」は
、受信（たとえば、情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデータにア
クセスすること）などを含むことができる。また、「判断」は、解決、選択、選出、確立
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などを含むことができる。さらに、本明細書で使用する「チャネル幅」は、いくつかの態
様では帯域幅を包含することがあるか、または帯域幅と呼ばれることもある。
【０１１３】
　[00128]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂまた
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃおよびａ－ｂ－
ｃを含むものとする。
【０１１４】
　[00129]上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モ
ジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され
得る。一般に、図に示すどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する機能的手
段によって実行され得る。
【０１１５】
　[00130]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイス
の組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそ
のような構成として実装することもできる。
【０１１６】
　[00131]１つまたは複数の態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装した
場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶
されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体
は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を
含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピ
ュータによってアクセスできる任意の利用可能な媒体でよい。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－
ＲＯＭ、あるいは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記
憶デバイス、もしくは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送また
は記憶するために使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備え
ることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使
用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケ
ーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク
（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーデ
ィスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（
ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイディスク（disc）
を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、デ
ータをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可
読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る。さらに、い
くつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、信
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号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１１７】
　[00132]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは
アクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクション
の順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１１８】
　[00133]説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らの組合せで実装できる。ソフトウェアで実装した場合、機能は１つまたは複数の命令と
してコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによってアクセ
スできる任意の利用可能な媒体でよい。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ
可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは他の光ディスクス
トレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、もしくは命令またはデ
ータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用でき、コンピ
ュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用さ
れているような、「ｄｉｓｋ」と「ｄｉｓｃ」（両方とも日本語ではディスク）は、コン
パクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク、光ディスク、デジタル多用途ディスク（Ｄ
ＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
を含み、「ｄｉｓｋ」は通常磁気的にデータを再現し、「ｄｉｓｃ」はレーザーを使って
光学的にデータを再現する。
【０１１９】
　[00134]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示した動作を実行するためのコ
ンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製
品は、本明細書で説明する動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実
行可能である命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒
体を備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料
を含み得る。
【０１２０】
　[00135]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１２１】
　[00136]さらに、本明細書に記載の方法および技法を実行するためのモジュールおよび
／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によって
ダウンロードおよび／または他の方法で取得できることを諒解されたい。たとえば、本明
細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可能にするために、そのようなデバイ
スをサーバに結合し得る。代替的に、本明細書で説明される様々な方法は、ユーザ端末お
よび／または基地局がストレージ手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方法
を得ることができ得るように、ストレージ手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクト
ディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなど物理記憶媒体など）によって提供し得る
。さらに、本明細書で説明する方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の適切
な技法を利用し得る。
【０１２２】
　[00137]特許請求の範囲は、上記に示した正確な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記の方法および装置の構成、動作および詳細において、特許請求の
範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形を行うことができる。
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【０１２３】
　[00138]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それらの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それらの範囲は以下の特許請求
の範囲によって判断される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える制御フレームを生成すること
と、ここで、前記信号フィールドは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフレーム
であることを示すインジケータを含む、
　前記フレームを送信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記インジケータは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを
示す、長さフィールドを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記長さフィールドに対する０の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプである
ことを示す、
［Ｃ２］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプ
であることを示す、
［Ｃ２］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記値が、制御フレームのタイプを示す、
［Ｃ４］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記制御フレームの制御情報は、前記信号フィールド内に含まれる、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記制御フレームは、本質的に、物理レイヤプリアンブルから成る、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記信号フィールドは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフレームであること
を示す、単一ビットを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記制御フレームのフィールドの予約された値は、前記制御フレームが制御フレームタ
イプのフレームであることを示す、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記制御フレームは、前記制御フレームのタイプを示すタイプフィールドをさらに含む
、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記制御フレームは、追加の制御情報を備える制御拡張フィールドをさらに備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
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［Ｃ１１］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記制御情報は、巡回冗長チェックフィールドと送信電力表示フィールドとを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記制御情報は、前記制御フレームの前記帯域幅のインジケータを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記制御フレームは、肯定応答フレームである、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記制御フレームは、省電力ポーリングフレームである、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記制御フレームは、送信要求フレームである、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記制御フレームは、送信可フレームである、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記制御フレームは、ブロック肯定応答要求フレームおよびブロック肯定応答フレーム
のうちの少なくとも一方である、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記制御フレームは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリー
終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記制御フレームは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方式
応答フレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記制御フレームは、ヌルデータパケットフレームである、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記制御フレームは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少な
くとも一方である、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える制御フレームを生成するよう
に構成されたプロセッサと、ここで、前記信号フィールドは、前記制御フレームが制御フ
レームタイプのフレームであることを示すインジケータを含む
　前記制御フレームを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２５］
　前記インジケータは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを
示す、長さフィールドを備える、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２６］
　前記長さフィールドに対する０の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプである
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ことを示す、
［Ｃ２５］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２７］
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプ
であることを示す、
［Ｃ２５］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２８］
　前記値は制御フレームのタイプを示す、
［Ｃ２７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２９］
　前記制御フレームの制御情報は、前記信号フィールド内に含まれる、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３０］
　前記制御フレームは、本質的に、物理レイヤプリアンブルから成る、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３１］
　前記信号フィールドは、前記制御フレームが制御フレームタイプであることを示す、単
一ビットを備える、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３２］
　前記制御フレームのフィールドの予約された値は、前記制御フレームが制御フレームタ
イプであることを示す、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３３］
　前記制御フレームは、前記制御フレームのタイプを示すタイプフィールドをさらに含む
、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３４］
　前記制御フレームは、追加の制御情報を備える制御拡張フィールドをさらに備える、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３５］
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
［Ｃ３４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３６］
　前記制御情報は、巡回冗長チェックフィールドと送信電力表示フィールドとを備える、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３７］
　前記制御情報は、前記制御フレームの前記帯域幅のインジケータを備える、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３８］
　前記制御フレームは肯定応答フレームである、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３９］
　前記制御フレームは省電力ポーリングフレームである、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４０］
　前記制御フレームは、送信要求フレームである、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４１］
　前記制御フレームは、送信可フレームである、
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［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４２］
　前記制御フレームは、ブロック肯定応答要求フレームおよびブロック肯定応答フレーム
のうちの少なくとも一方である、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４３］
　前記制御フレームは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリー
終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４４］
　前記制御フレームは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方式
応答フレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４５］
　前記制御フレームは、ヌルデータパケットフレームである、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４６］
　前記制御フレームは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少な
くとも一方である、
［Ｃ２４］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４７］
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える制御フレームを生成するため
の手段と、ここで、前記信号フィールドは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフ
レームであることを示す、インジケータを含む、
　前記制御フレームを送信するための手段と
を備える、ワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４８］
　前記インジケータは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを
示す、長さフィールドを備える、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ４９］
　前記長さフィールドに対する０の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプである
ことを示す、
［Ｃ４８］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５０］
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプ
であることを示す、
［Ｃ４８］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５１］
　前記値は、制御フレームのタイプを示す、
［Ｃ５０］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５２］
　前記制御フレームの制御情報は、前記信号フィールド内に含まれる、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５３］
　前記制御フレームは、本質的に、物理レイヤプリアンブルから成る、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５４］
　前記制御フレームは、制御フレームタイプであることを示す単一ビットを前記信号フィ
ールドが備える、
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［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５５］
　前記制御フレームのフィールドの予約された値は、前記制御フレームが制御フレームタ
イプであることを示す、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５６］
　前記制御フレームは、前記制御フレームのタイプを示すタイプフィールドをさらに含む
、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５７］
　前記制御フレームは、追加の制御情報を備える制御拡張フィールドをさらに備える、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５８］
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
［Ｃ５７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ５９］
　前記制御情報は、巡回冗長チェックフィールドと送信電力表示フィールドとを備える、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６０］
　前記制御情報は、前記制御フレームの前記帯域幅のインジケータを備える、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６１］
　前記制御フレームは、肯定応答フレームである、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６２］
　前記制御フレームは、省電力ポーリングフレームである、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６３］
　前記制御フレームは、送信要求フレームである、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６４］
　前記制御フレームは、送信可フレームである、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６５］
　前記制御フレームは、ブロック肯定応答要求フレームおよびブロック肯定応答フレーム
のうちの少なくとも一方である、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６６］
　前記制御フレームは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリー
終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６７］
　前記制御フレームは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方式
応答フレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６８］
　前記制御フレームは、ヌルデータパケットフレームである、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ６９］
　前記制御フレームは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少な
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くとも一方である、
［Ｃ４７］に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ７０］
　信号フィールドを有する物理レイヤプリアンブルを備える制御フレームを生成するため
のコードと、ここで、前記制御フレームは、制御フレームタイプのフレームであることを
示すインジケータを含む、
　前記制御フレームを送信するためのコードと
を備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７１］
　前記インジケータは、前記制御フレームが制御フレームタイプのフレームであることを
示す、長さフィールドを備える、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７２］
　前記長さフィールドに対する０の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプである
ことを示す、
［Ｃ７１］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７３］
　前記長さフィールドに対する１０未満の値は、フレームのタイプが制御フレームタイプ
であることを示す、
［Ｃ７１］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７４］
　前記値は、制御フレームのタイプを示す、
［Ｃ７３］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７５］
　前記制御フレームの制御情報は、前記信号フィールド内に含まれる、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７６］
　前記制御フレームは、本質的に、物理レイヤプリアンブルから成る、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７７］
　前記信号フィールドは、前記制御フレームが制御フレームタイプであることを示す、単
一ビットを備える、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７８］
　前記制御フレームのフィールドの予約された値は、前記制御フレームが制御フレームタ
イプであることを示す、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７９］
　前記制御フレームは、前記制御フレームのタイプを示すタイプフィールドをさらに含む
、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８０］
　前記制御フレームは、追加の制御情報を備える制御拡張フィールドをさらに備える、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８１］
　前記制御拡張フィールドは、あらかじめ定義された変調コーディング方式を有する、
［Ｃ８０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８２］
　前記制御情報は、巡回冗長チェックフィールドと送信電力表示フィールドとを備える、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
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　　［Ｃ８３］
　前記制御情報は、前記制御フレームの前記帯域幅のインジケータを備える、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８４］
　前記制御フレームは、肯定応答フレームである、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８５］
　前記制御フレームは、省電力ポーリングフレームである、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８６］
　前記制御フレームは、送信要求フレームである、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８７］
　前記制御フレームが送信可フレームである、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８８］
　前記制御フレームは、ブロック肯定応答要求フレームおよびブロック肯定応答フレーム
のうちの少なくとも一方である、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ８９］
　前記制御フレームは、コンテンションフリー終了フレームおよびコンテンションフリー
終了ポーリングフレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ９０］
　前記制御フレームは、変調コーディング方式要求フレームおよび変調コーディング方式
応答フレームのうちの少なくとも一方である、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ９１］
　前記制御フレームは、ヌルデータパケットフレームである、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ９２］
　前記制御フレームは、プローブ要求フレームおよびプローブ応答フレームのうちの少な
くとも一方である、
［Ｃ７０］に記載のコンピュータプログラム製品。
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